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を取ると ≡ _からの寄与 は なく
(43)
p(i,三 ･i (.t(2A,2tl dt2Elt2'dt2Z-1･･･13di2Lt2dtlFt" k}, , (4 4 ,
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｢進化の力学 - の場の理論的アプロ-チ｣
ここでW (0･)- Aie9(0)q++e~9(0)q-I. u(i)杏(23),(31)に より代入し 【31(i)]?-
(2△)2を用いると
W (i)- Ltdt'e-2i叫 (i-t')i(t')Jz(l')


























































となる. ここでB｡(o)ニ (ー1+2α)Ei(-2α)e2α-1であり､その漸近形は2α≪ 1に対
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研究会報告
‡8.討論と結語
反作用場が果たすべき量子力学的並びに量子統計力学的役割を明らかにする目的でQILDを
建設した｡変位ボソン表示を用いて次のことを示した｡
(1)mom-intefaCtimgblip近似では反作用場を完全に無視している｡従って熱浴から系-の
フィードバックが断たれており量子干渉性は減衰せざるをえない｡
(2)補助場W(f)がqz(i)と熟浴との相互作用を媒介する唯一の場であること.それは交換関
係から決まる特性振動数2αwcをもつ速い変数であること.その最も重要な役割は熟浴の
直接場 (乱推力)の作用を変調することにある｡
(3)量子干渉性は､切断近似のもとで､T-0では由続し､T≠0では実際上持続するとみ
なしてよい｡
反作用場を無視したにもかかわらずnon-interactingblip近似が散逸を記述した理由は､
スピンの代数の故に直接場が乗法的雑音となったからである｡
■
絶対零度において量子干渉性が近似に依らず持続しうるものだろうか｡Hsに現れる演算
子eivはコヒー レントボソンの生成演算子の積 【21,221であることに注意しよう.それ故身Sに
よって許されたスピン反転過程にはコヒー レントボソンの励起を伴うことになる｡ このことは多
重スピン反転過程が遠赤外ボソンによってすらコヒー レントに起こりうることを示唆している｡
この着想に沿った定式化は､QIJE(II)を解くこととともに､これからの課題である.
この研究の途中､著者の着想について久保亮五､恒藤敏彦､近藤淳､斯波弘行､柴田文明の
諸先生に御討論､御批判いただきました｡ここに感謝いたします｡文献13は久保先生から教え
ていただきました｡
この研究は文部省科学研究費一般研究Cの援助を受けています｡
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